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はじめに被支配層に属していたものが、支配層を暴力的にうちやぶり、政治権力を手にいれ、社会を変革することを「革命」という。革命というと、ふ
つう政治革命
（
1）
をさすようだ。こんにちフランス共和国の首都であるパリは、セーヌ川の両岸に発達してできた都会であるが、いまから約百数十年
まえ、ここに世界最初の労働者による革命自治体政府が誕生した（一八七一年三月十八日から五月二十八日までの七十二日間） 。
俗にいう「パリ・コミューン」 （
C
om
m
une de P
aris ）がそれである。フランス語の
 c コミュー ン （ヌ）om
m
une は、自由都市や市町村、生活共同体を意味する語
である。英語では
 the C
om
m
une または
 the C
om
m
une of P
aris という。この〝パリ・コミューン〟なるものを、もうすこし敷
ふ
衍えん
すればつぎのよう
になる。
宮永
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普仏戦争（一八七〇～七一年のドイツとフランスとの間の戦争。スペインの
国王選出をめぐっての争いに端を発し、フランスは軍備にまさるドイツ軍に敗北した）後、小市民・労働者による国民軍が結成され、臨時政府や議会に対抗した。ま パリの各地区からえらばれた代議員をもってコミューン（自治政府）を組織 が、統一性を欠き、軍事的弱点もあって、政府軍との戦いのあと崩壊した。
パリ・コミューンは、臨時政府に抗するパリ民衆のほう起（革命）にちがい
なく、当時のパリには日本人留学生も少な ずいたが、中には街に出 戦闘を目撃したり、バリケード（防
ぼうさい
塞）づくりに協力した者も若干いた。しかし、
かれらが残 目撃談、体験談となると、じつに少ないのである。本稿 各紙の特派員が伝えたパリ・コミュ ンの経過やそれに現実参加した日本人について論じたものである。
＊
わが国にはいつごろこのパリの民衆ほう起のことが伝わったのであろうか。
この事件について日本人は早くか 知っていた。 『海外新聞』 （四十三号
―
明
治四年四月朔日＝一八七一・五・一九） 逸早くそれについて報じている。がそれは横浜で刊行されている『ジャパン・ヘラルド』紙の記事（英文）を和訳して転載したものである。 『テレグラフ』紙 特派員が本国イギリスに打電したのは、つぎのような記事であった（一八七一・三・一八付） 。
その骨子を現代風に言いかえると、つぎのようになる。反乱をおこした一揆
ルコント将軍（1818～1871）
クレマン・トマ将軍（1809～1871）
両将軍は、1871年３月18日モンマルトルにおいてコミューン党によって、銃殺された。
Armand Dayot編 L’Invasion,Le Siège,La Communeより。
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党―
すなわち「
国ガルド ・ ナショナール
民衛兵
」 （パリ全体で六〇以上もあった民兵組織
（
2）
）と政府軍とのあいだで撃ち合いになり、死傷者がでた。政府軍の司令官ヴ
ィノアは、反乱軍のために敗北した。叛
はん
徒と
はいまパリを占領している。市中で店をあけているのは、酒場だけである。往来は酔っ払いがあふれ、
女も武器を帯びている。
シャンジー将軍は、駅舎（オルレアン駅？）で叛徒によって捕えられ、きょうにも銃殺される、といったうわさがある。貴族や富裕者の多くは、
パリを逃げだした。パリの新聞によると、政府軍は、モンマルトルにある国民衛兵の大砲保管所を急襲し、大砲を押収することに成功したが、それを移動するとき、うばわれてしまった。銃殺された政府軍の大将（ コントとクレマン・トマ両将軍）の死骸は、ばらばらにされた。
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パリ・コミューンがわが国に初めて紹介されたのは、 「一揆党」としてであった。 『海外新聞』は、その後も逐次外電の翻訳を掲載するのである
が、事件は外国でのことであり、明治初期当時の日本人に、この民衆革命がどのていど理解でき かうたがわしい。
一
　
コミューン党（革命党）誕生の諸原因。
パリ・コミューンが生まれる運動のきっかけになったものは、第二帝政（ルイ・ナポレオンが皇帝となって、一八七〇年普仏戦争において敗北
し、没落するまでの帝制）にたいする反政府運動であった
（
3）
。帝政末期になって、新たに勢力をもってきたのは、労働者、社会主義者、共和主義
（合議制）者たちであった。
フランスにおいて時の政府をたおしたのは、つねに民衆であった。一八三〇年七月
―
パリで民衆が蜂起し、政府軍と市街戦
（
4）
をおこない、シャ
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ルル十世は亡命し、オルレアン家のルイ・フィリップが即位した（七月革命） 。一八四八年二月
―
世界的な恐慌と凶作
（
5）
とによって疲弊した国民の不満はいっきょに爆発し、ル
イ・フィリップの七月王制をたおし、共和政府を樹立した（二月革命） 。ナポレオン三世（ナポレオン一世の弟・オランダ王ルイ・ボナパルトの子）は、一八三六年と四〇年に帝制を回復しようと謀ったが、失敗し、イギリスに逃れた。二月革命で帰国後、代議士に当選し、さらにその後の大統領選挙において 小農民層の支持 えて当選した。ここにおいて共和派は後退した
（
6）
。かれは一八五二年みずからナポレオン三世として第二帝政を開始し
た。
しかし、ナポレオン三世の政策は、つねに一貫していなかった
（
7）
。かれはその叔父ナポレオン一世の崇拝者であったばかりか、政治はすべて叔父
にならおうとした
（
8）
。陸・海軍の軍備を拡張し、中央集権化をはかり、ふたたびフランスの威名を高めようとした。それには当然内治や外事の改良
を謀らねばならない。政治を独断でおもうようにやるしかない。
ナポレオン三世の治政を前半部と後半分にわけて叙述すると、つぎのようになる。専制的前期において、かれがおこなったことは、国民の政治参加の否定、国民の選挙集会の禁止、言論統制、新聞の禁止、密偵制などであった。
かれの専制的政治を支えたのは、警察と軍隊とカトリック僧であった。一方、商工業は急速に進歩をとげたから、政治にたいする国民の不満は表面にあらわれず、外国人 はすべてのフランス国民が帝政に満足しているように思えた。
しかし、外見上の政治的平静さとはうらはらに、うっくつした不満がくすぶっていた。そういった政治的な不満分子は、大都市の労働者、小市
民、地方の民主主義的農村者たちであった。都市労働者は、低い賃金、物価のこう騰、長時間労働に苦しみ、あらゆる団結権をうばわれていた。対外政策では、一八五九年ナポレオン三世はサルヂニアのイタリア統一運動をたすけ、オーストリア軍を撃退したけれど、真の統一をとげさせなかった
（
9）
。
一八六四年初頭、ナポレオン三世は、専制を緩和し、労働者の団結権を条件つきでみとめたので、その後ストライキがさかんに起った。専制的後期においては、生活費や家賃があがり、さらにパリの全面的改革にともなう増税や投機によ 経済が悪化し め、小市民らはナポ
ナポレオン三世
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レオンの専制政治に反感をいだくようになった。
一八六八年スペイン女王イサベラが国を逐われたのち、スペインは世襲立憲王制を採ることになり、プロシア王室の支族レオポルド親王を国王
として迎えることになった。このことがフランスに伝わるや、フランス国民はおそれあわてた。プロシアの勢力がフランスの南北を包んで
（
10）
しまい、
フランスの地位がおびやかされるからである。レオポルド親王は 二年後の一八七〇年七月、じぶんの即位が国際間の紛争の種になることをうれい、位につくことを辞した。
一八六八年の初頭、世論の不満を奔
ほん
出しゅつ
させるために、フランスにおいては出版や集会に関する規制が緩和された結果、急進的な新聞が数多く創
刊され、さらに集会や演説がたび び開かれた
（
11）
。しかし、一方政府にとって民衆の力が増大することは大きな脅威であることに変わりなかった。
ナポレオン三世にとって、国民の信頼とじぶんの威信を回復し、帝政をゆるぎないものにする方法は一つしかなかっ それは対外戦争をはじめることであった。
一八七〇年七月十九日
―
フランスはドイツにたいして宣戦布告した。フランスの戦略は、ドイツに侵入後、北と南を分断し、南ドイツ諸国を
味方をつけることであった。が 兵の動員がはかどらぬフランス軍に反して、ドイツは軍備においてまさっており、逸早くフランス領に進撃し、その主力はパリ防備の戦略上の要地メ
（メッス）
ッツ（パリの東三一三キロ、モーゼル川にセーヌ川が合流する地点）を包囲し、さらに別軍は九月二日セダ
ン（フランス北西部
―
ベルギー国境にちかく、ムーズ川上流右岸に位置する交通の要衝）を包囲し、セダン籠城軍八万あまりといっしょにナポ
レオ 三世を捕虜にした
（
12）
。メッツは十月二十七日、糧食の欠乏により、約十八万の兵がドイツの軍門にくだった。
九月四日
―
セダン大敗の報告がパリに届くと、民衆は議会に乱入し、共和制が宣言され、 〝国防政府〟といった臨時政府が成立し、ここに十
八年間つづいたナポレオン三世の第二帝政は崩壊した。この臨時 防政府の主班 は、ジュール・ルイ・トロッシュ（一八一五～九六、ナポレオン三世の元副官）が選ばれ、パリ軍事総督兼防衛軍総司令官となり、他にジュール・ ァーブル（一八〇九～八〇、フランスの政治家、一八七〇～七一の外相）やレオン・ガンベッタ（一八三八～八二、フランス 政治家、一八七〇～内相 包囲下 パリを気球で脱出し、南仏で抗戦の組織づくりに尽力した などの名士が閣僚として加わった。ジュール・ファーブルは 九月十九日ビスマルク 一五 九八 ドイツの政治家、首相［一八六二～九〇］ と会って休戦をも めたが、アルザス―ロレーヌ（ 北東部）の割譲をそ 条件と たため、和議はとと はず、フランスは兵備をととのえ、あくまでドイツ軍に抗戦することに決した。
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ドイツ軍は、九月十九日からパリを包囲した。ドイツの包囲軍は二十四万人、フ
ランスの守備軍は三十万人（うち訓練のあるものは約七万二千、その他は義勇兵
（
13）
）
であった。ふつうパリの人口は、二百万人ほどであった。パリが籠城し防戦することに決するや、約八十万人ほどの婦女子および外国人が首都から退去したために、籠城人口は、約百二十万人ほどと推定された。
パリにたてこもるとなると、食糧の備蓄が問題となるが、渡
　
六之介が士官学校
の教官ボンネーから聞いた話によると、その内訳はつぎのようなものであった。
小麦粉・野菜類……六ヵ月分。羊牛のたくわえ……二ヵ月分。羊は三十万頭。牛は四万頭。その他塩づけの牛羊
肉のたくわえがある。
馬……………………十万頭
（
14）
。
　
　　　　　　　　　
注・渡正元著『巴里籠城日誌』 、七三頁。
籠城がながびくにつれてパリ市内の物価も高騰し、市民は食糧に窮するようにな
った。獣肉やその他の値段は、つぎのようであった。
塩づけのブタ肉
　
一いっきん
斤（約六〇〇グラム）一六フラン………日本の三両一分
牛肉はなし。馬肉一斤
　　　　
二フラン………………………………………一分二朱
しゅ
パリ市と周辺の略図
渡正元著『巴里籠城日誌』より。
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ロバの肉
　　　　
六フラン………………………………………一両一分
がちよう一羽
　　
二五フラン… 五両
にわとり一羽
　　
一五フラン…… 三両
ハトのつ い
　　
一二フラン…… 二両二分
七面鳥一羽
　　　
五五フラン…… 一一両
うさぎ一ぴき
　　
一八フラン…… 三両三分
こい一匹
　　　　
二〇フラン…… 四両
鶏卵一個（？）
 　
四フラン六…… 三分三朱
にんじん 束
　　
二フラン 五… 一分 朱
さや豆一斤
　　　
五フラン………… 一両
バター一斤
　　
四五フラン… 九両
このように食糧となるものの価いは急とうし、かっての二、三倍、五倍にもなった（渡の前掲書、一四三～一四四頁を参照） 。ある豪商が、動物園でイノシシ 子を二頭もとめたところ、その値段は一五〇フラン（日本 三〇両）であった。市内の運搬用の馬はさかんに
屠られ、食肉となった。が、市民に行きわたるほどではなかった。
籠城中、パリはまったくの肉飢饉といえた。ひとびとはあらそってネズミを食べたので、その値段があがり、一匹八スーもした。 「十一月二十
七日
―
ネズミの挽肉料理が流行している。人の話では、なかなか美味ださうである。玉ネギ一 個、 一 スー。馬鈴薯一 個、 一 スー」 （
ヴィクトル・ユゴ著井上英三訳
　　　
『隨見
録』 、二三三頁） 。
一八七〇年十二月上旬（籠城して約八〇日）に と、パリ市内の食用の獣肉はすっかりなくなり、政府が貯蔵する塩づけの獣肉や魚がすこし
ずつ市内に出まわるようになった。
文豪ヴィクトール・ユゴー（一八〇二～八五）は、ナポレオン三世により国外追放となり、普仏戦争で帝国が崩壊したとき帰国し、パリ 暮し
ていたが、十二月一日夕食のとき、熊を べ、さらに翌年一月十二日の昼食に、象のビフテキを食べている。熊といい象の肉も動物園にいたもの
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を屠殺したもので、やみの肉であったものであろう。
もちろん主食のパンをつくるための小麦粉をはじめ、野菜類も乏しく、市
民はますます窮乏生活を強いられた。市内には犬や猫やネズミをひさぐ店まで現われた。が、犬の肉はいちばん高価であり、そのもも肉一
いっ
枝し
の値段は、
八フラン（日本の一両二分二朱に相当）もした。
また市内の各家では、ガスを燃やして灯火としていたが、石炭がおいおい
欠乏するようになったので、ガスはいっさい禁止され、代わってローソクが用いられるようになった。
十二月中旬になると、市内の各街の壁にポスター（省令）が張られた。そ
れには政府はまだ穀類や獣肉をじゅうぶん貯蔵しているから、各自防衛につくすべし、とあった。ドイツ軍は、日夜その長大砲をもってパリ郊外の要塞（ぜんぶで十七ある）を攻撃し、その砲声はやむことはなかった。十二月に入ると パリ周辺の天気が悪化した。連日、雨や雪や霧のために、市と郊外 もうろうとした。そのうちに砲声がやみ、双方対陣するだけになった。
パリ市内はひっそりとし、各家は門戸をとざしていた。市内の灯火をみることも少なく、かっての夜景をうしなっていた。やがて年が明け一八七一年になると、パリは飢えと寒さに苦しむようになった。配給されるパンの質がさらに落ちた。その色は黒くなり、味も
ひじょうにわるくなった。黍
きび
ぬか、わらの類がまじっているように思えた。一月末になると、市内にもドイツ軍の爆弾が落下し、死傷者が出るよ
うになった。パリ軍は包囲ちゅうたびたび打って出たが、そのつど撃退された。
やがてパリは、糧食の欠乏のために支えられなくなり、つぎの条件を呑んで開城することになった。
一
　
パリの要塞をすべて引きわたすこと。
二
　
パリのフランス兵はすべて捕虜とみなし、その武器を撤廃する。ただし秩序維持のため、国民兵一万二千名を備えおく。
三
　
三週間の休戦をなす
（
15）
。
　
1869年当時のヴィクトール・ユゴー
（1802～85）
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二月十二日
―
フランスの国会は、ボルドー（フランス南西部、パリの南
西五六四キロ、ブドウ酒の輸出港として有名）に会し、新政体ができるまでアドルフ・ティエール（一七九七～一八七七、フランスの政治家、歴史家）を国防臨時政府の代表に任じ、ドイツとの講和に関する全権をあたえた
（
16）
。二
月二十六日ドイツとの「ベルサイユ仮条約」の成立をみた。その条件とは―
、
一
　
領土（アルザス＝ロレーヌ）の割譲。
二
　
賠償金五十億フランを、三ヵ年で分納する。
三
　
賠償金の完済まで、ドイツ軍をフランスに駐屯させる。
四
　
ドイツ軍の一部
―
三万人をパリに入れる（じっさいは一日で撤退し
た）
このころのパリは、不夜城のおもむきはなく、ひじょうにくらかった。大
きなホテルのほぼすべてが野戦病院に変わっていた。美人のパリジェンヌは食に事欠き、馬や犬の肉をたべていた。パリは寒さにこごえ、何か月もわずかな配給食をあたためる火 らなかった。砲声と破裂弾 悩まされ、砲弾は街の市民をなぎ倒し 。日中、街路は武器を取りあげられたフランス兵でいっぱいであった（ 「パリ光景」 『ニューヨーク・タイムズ』紙所収、
S
cenes 
in P
aris, N
ew
 Y
ork T
im
es, 一八七一・三・一一付） 。
「いちばん高い値をつけた人に、このネコを売り
ます」。パリ市民が食糧にいちばん窮したのは
1870年末であった。やせ細ったネコはふつう1ル
イ（金賃20フラン）もした。Armand Dayot編の
前掲書より。
アドルフ・ティエールの肖像
『イリュストラスィヨン』紙より。
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また一八七一年三月
（明治
4・
1）ごろのこ
とか、パリ近郊に住む日本人学生は三人いたといい、かれらは新聞紙の端に日本語で短信をしるし、それを気球につけてロンドンに送った。その文に曰く「願
ねが
ハクハ
　
一いち
日にち
モ
早はや
ク
　
当とう
地ち
ヲ出
い
テタシ
　
今いま
ハ
馬ば
肉にく
狗く
肉にく
（犬のに
く）ノ外
ほか
　
食しょく
ス可
べ
キ物
もの
ナ
シ」と窮状をうったえた。これは『海外新聞』 （三 ・一六）にある。
三月一日
―
ドイツ軍
はパリに入り、シャンゼリゼーの大通りを行進した。パリ市は店を閉じ
（
17）
、 〝黒旗〟をかかげ、市民は喪服を着てむかえた
（
18）
。
　
ドイツとの和平がなり、パリはその包囲をとかれたが、ドイツと屈辱的な講和条約をむすんだティエールの国防臨時政府にたいして、ごうごう
たる非難がフランス各地で起った。当然パリ市民もかれの背信的行為に憤激し、市内の情勢も険悪化した。当地にあった政府は、危険を感じヴェルサイユ（フランス中北部、パリの南南西二一キロ）に退いた。
政府の背信行為に激怒したパリ市民（国民軍）は、ついに反旗をひるがえし、三月十日中央委員会を結成し、社会主義的共和制（＝パリ・コミ
モンマルトルの大砲置場
『イリュストラスィヨン』紙より。
モンマルトルの大砲
『イラストレイティッド・ロンドン・ニュース』紙より。
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ューン）の樹立をはかった
（
19）
。
一
　
パリの反乱
―
パリ・コミューンの経過。
パリの武装解除を目的とした
（
20）
、政府軍のルコント将軍がひきいる一隊は、
一（明治４）
八七一年三月一七日から十八日未明にかけて………国民軍の陣地（モンマルトルの防
ぼうるい
塁［とりで］ ）にある、大砲を強行奪取しようと図った（ 「大砲
事件」 ） 。が、失敗し、ルコントとクレマン・トマ両将軍は、反乱者によって捕えられ、十八日モンマルトルにおいて銃殺された（木下半治訳『巴里コミューン』春陽堂、昭和
6・
4、
1頁） 。
モンマルトルの丘に並べられていた大砲は、四〇門。それらは、ドイツ軍がパリに入城
したとき運ばれたものであった。先の二将軍は、このとき反乱者によって捕えられ、インチキ裁判によって処刑された（ 「パリの内乱」 『絵入りロンドン・ニュース』
T
he C
ivil 
W
ar in P
aris, the lllustrated L
ondon N
ew
s, 一八七一・四・一付） 。
元国民軍の司令官であったルコントとクレマン・トマは、モンマルトルのロズイエ街に
ある中央革命委員会が開催された家の中庭で銃殺になったのであるが、勇ましく亡くなったという（ 『ニューヨーク・タイムズ』
N
ew
 Y
ork T
im
es 紙、一八七一・三・二一付） 。
また『イルュストラスィヨン』 （一八七一年度分合冊、一六三頁）には、つぎのように
ある。
聞くところによると、国民軍の軍服を着た元軍曹らは、午前六時ごろ、モンマルトルの
丘に野営している分遣隊に奇襲をかけるためにやって来て、大砲置場を占領しようとした。
ルコントとクレマン・トマ両将軍の銃殺の図。『イリュストラスィヨン』
紙より。
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しかし、これは地区の民衆によって妨げられ、またその知らせが市内に広まるや、国民軍を中心に各地区で蜂起がおこった
（
21）
。
パリの民衆が立ちあがったことを知 たヴェルサイユの国防臨時政府のティエールは 声明を出し、パリ市民に秩序をたもつよう要望した。か
れはいった。秩序のない共和国は崩壊する。反乱者は法律にしたがい、よき市民としての義務をはたしてほしい。そしてさいごに、 「このような警告を発したからには、必要なばあい、万難を排して、平和を強要する」と なかば恫喝ともとれることばで結んだ（ 『ニューヨーク・タイムズ』紙、一八七一・三・二〇付） 。この「大砲事件」がきっかけとなって、 〝パリ・コミューンの乱〟が起ったのであるが、反乱開始とともに「国民軍中央委員会」 （二五名の委員からなる）が政治的実権をにぎった
（
22）
。
パリの情況は、刻一刻と深刻さをましつつ った。翌日の『ニューヨーク・タイムズ』紙（一八七一・三・二一付）は、つぎのような大きな見
出しのもとに第二報を掲げた。
ヨーロッパパリは国民軍と武装した暴徒の手中にある。　　　　　
―
赤旗が市役所のうえにひるがえっている。　　　　
―
びっくり仰天した市民や著名人はパリを退去。　　　　
―
パリはドイツ軍によって再占領される可能性もある。　　　　
………………………………
パリからの『タイムズ』紙の特電によると、りっぱな リ 子は、びっくり仰天しているということである。ルコント将軍は、味方の兵に見すてられ、
モンマルトルの丘のうえで、捕えられた。クレマン・トマ将軍は、私服で逮捕された。かれがさいごにいったことばは、 「ひきょう者よ！」であった。
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暴徒らは意気揚々とし、ほぼパリを占領している。酒場だけがあいている。どこも酔っぱらいだらけである。女であっても武装している。シャンズィ
将軍はパリに着くと、駅で暴徒によって捕えられた。かれはきょうにも銃殺されるという。名士はみなパリを捨てようとしている。
　　　　　
………………………………
いまパリで進行中の革命のうごきは マルセイユ、リヨン、ボルドーにまで波及するものと考えられている。ティエール政府は、トゥール（フランス
中部、パリの南西二三四キロ）に移ることを考えている。ドイツ軍は、パリの事件にかかわりたくないとのことである。
パリの反乱
三月二十四日………………………………………………パリ市内にバリケードがさかんに造られたが、街は平穏であった。集合馬車は運行を停止してい
た。国民軍はイシイ、ヴォヴル、ビィセトルの三つの要塞を占拠した。 『人民の声』紙は、 「パリは自由市、自治市、共和市であると宣言すべきである」と報じた。国民軍はあらたに武器・弾薬
混乱状態にあるパリの状況を伝える『ニューヨー
ク・タイムズ』紙の見出し。
パリの市庁舎まえのバリケード。『イリュストラ
スィヨン』紙より。
（14）193
をみつけ、いまやパリを完全に掌中におさめている。
三月二十六日（パリ・コミューンの選挙）……………この日の午後七時
―
国民軍中央委員会により、市会選挙が粛々とおこなわれ、極左（共産党）
が勝利した。パリは平穏であった。シャンズィ将軍は釈放され、ヴェルサイユにむかった（ 『ニューヨーク・タイムズ』紙、三・二七付） 。
三月二十九日（コミューンの宣言）……………………コミューンは、徴兵を廃止した。家賃の延期令をだした。パリのいたるところで「赤旗」 （赤旗
は反乱や革命のシンボル）がひるがえってい 午後四時、中央委員会は市役所の〝赤い演壇〟から宣言を出した。
三月三十一日………………………………………… コミューンは、外国人の加入をみとめる決定をした。四月二日………… ルーブル宮とチュイルリ 宮（のちパリ・コミューンで焼失）の屋根のうえにも「赤旗」がひる
がえるようになった。ヴェルサイユ政府は、ドイツ軍司令部と交渉し、叛都パリを鎮圧す ために、軍隊を増員する許可をえた。ティエール 十三万人の兵をマクマオン元帥の指揮下においた。この日、ヴェルサイユ軍とコミ ン軍との最初の戦闘 おこなわれた。
四月六日…………………… コミューン、人質の逮捕を決定。パリの民衆は、ギロチン（断頭台）を焼きすてた。四月九日（ヴェルサイユ軍との戦闘激化する） パリ郊外で、激戦がおこなわれた 夜十時ごろ、マイヨの門その他の地点におい 連続砲撃が
おこなわれた。伝聞によると、ティエールはパリに強行入城する気はなく、市を包囲し いようだという（ 『ニューヨーク・タイムズ』紙、一八七一・四・一〇付） 。コミューンは、パリの全市民に武器をとるよう強要したが、これは不首尾におわっ
四月十二日……………………… コミューン、ヴァンドーム広場 円柱の破壊を命じ四月十八日…… 債務者、 ヵ年の支払い猶予をあたえられる。ヴェ サイユ軍 しだいにパリ 取りかこむ。ヌ
イイー・シュール・セーヌ パリの北西郊―ブローニュ森の北側）において反乱軍は、マクマオン指揮のヴェルサイユ軍に包囲された。街ごと 徴兵がおこなわれ
四月二十三日…………… アニエール（セーヌ川の左岸 パリの北西約五キロ）において、反乱軍はマクマオン元帥摩下
ヴェルサイユ軍に包囲された。 『アンデパンダンス・ベルジュ』紙は、戦闘終結もまじか、と報じた（ 『ニューヨーク・タイムズ』一八七一・四・一八付） 。五〇歳以下 すべての市民は 兵役
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に服すことになった。
五月一日……………………………………………………公安委員会の成立。五月六日…… コミューン、二〇フラン以下の入質物の無償返還を布告。五月七日…… コミューン、 『プティ・モニトゥール』 『プティ・ナスィヨナル』 『ボン・サーンス』 『プティ・プ
レス』 『プティ・ジュルナル・フランス』 『タン』紙らを発禁にした（ 『ニューヨーク・タイムズ』紙、一八七一・五・七付） 。
五月十六日…………… コミューン、ティエ ルの財産の差し押さえとその邸宅 破壊を命じた。この日、イシー要塞が
陥落した。ヴェルサイユ軍、 ブローニューの森にちかづく。フランクフルトで独仏講和条約に調印。ヴェルサイユ軍 パリの城壁にせまる。パリの反乱おわりに近づく。パリの表情、日ごとに重苦しくなる。北方からの食料列車、サン・ドニ（パリ近郊）で停止。
五月十八日…………………… シャン―ドゥ―マルス（パリの士官学校前 広場）にちかいラップ通りの弾薬製造工場が、大爆
発をおこ 、同工場で働いていた女や子供ら約一〇〇名が犠牲になった。ヴェルサイユ軍の手先のしわざと考えられた この事件でスパイ二名が銃殺 なり、 他に四名が死刑に処せられた（ 『ニューヨーク・タイムズ』紙、一八七一・五・二 付） 。
五月二十一日………………… ヴェルサイユ軍、サン・クルー門に侵入し、電報線を切断した。八万人のヴェルサイユ軍が、パ
リに入城した。凱旋門にちかいバリケードで砲声がした。この日から「血の一週間」と呼ばれる惨劇が市内でおこった。
（明治
4・
4・
5）
一八七一年五月二十三日（パリ陥落） この日、 『ニューヨーク・タイムズ』紙は、つぎのような見出しをかかげた。ヨーロッパ事情　　　　　
―
議会派（ヴェルサイユ軍）によるパリ占拠。
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―
ティエール大統領、祝詞をのべる。　　　　
―
マクマオン司令部は、新オペラ・ハウスに設置。パリとの連絡は途絶し、北鉄道はドイツ軍によって不通となった。パリの孤立はつづ
いている。市内では火災が起っている。モンマルトルの丘を濃い煙がおおっている。たびたび爆発音がきこえる。砲声や銃声がひきりなしに聞える（ 『ニューヨーク・タイムズ』紙、一八七一・五・二三付） 。
ヴェルサイユ軍がモンマルトルを占拠し、国
フェデレ
民兵（コミューン兵）を虐殺した。チュ
イルリー宮殿が炎上。国民兵はバリケードをつくり、勇敢に防衛につくしたが、撤退す
るとき公共の建物などに放火した。
五月二十四日………………………………………………ヴェルサイユ軍、パリを完全に掌握する。レジオン・ドヌール宮殿、会計検査院、裁判所、市役
所などが炎上す。パンテオン、リュクサンブール宮殿の陥落。国民兵、人質十名を銃殺。
五月二十 日………… モンルージュ要塞の陥落。ベルヴィルおよびメニルモンタ の包囲。ティエールは、地方に回状
を送り、 「われわれはほんの一部を除き、パリを掌握している。それもきょうにも占領される」とのべた。
五月二十六日……………… バスティーユの陥落。国民兵、人質三十四名 銃殺。五月二十七日（さいごの戦闘） ビュット・ショー およびペール・ラシェーズの陥落。 「反乱軍は、ペール ラシェーズ墓地
に追いやられた。かれらは包囲され、捕えられるにちがいない」 （ 『ニューヨーク・タイムズ』紙、一八七一・五・二七付） 。さいごの銃火の応酬は、墓地のまん中でおこなわれた
（
23）
。
　
ヴェルサイユ軍によるパリ占領を伝える『ニューヨー
ク・タイムズ』紙の見出し。
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市街戦がおわったあと、ヴェルサイユ軍は〝コミュナール〟 （反乱軍）狩りを
おこない、パリ市内でさらに血が流れた。コミューンの鎮圧後、三万八〇〇〇名（八五〇名は婦人、六五〇名は子供）が逮捕された。
ヴェルサイユ軍が市街戦において失ったのは
―
戦死将校……八三名。
　　　
同負傷者………四三〇名。
戦死兵卒……七九〇名。
　　
同負傷者……五九九〇名。
コミューン側がパリ蜂起によって失ったのは
―
虐殺または処刑された者……一万七〇〇 ～三万六〇〇〇名？。 （正確な数は不
明）
ヴェルサイユ軍による軍事法廷は、一
（明治６）
八七三年一月までつづけられ、三万八〇
〇〇名の処分を宣告した。
逮捕者三万八〇〇〇名のうち
―
死刑……………………………二七〇名（じっさいは二六名だけを処刑した）強制労働 四一〇名
「血の一週間」（コミューン党の終えん）後のリボリ街。
History of 100 Years in Photographs－No.15.THE PARIS COMMUNEより。
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ニューカレドニアに流刑……三九八九名単純流刑………………………三五〇七名特別拘禁…… 一二五九名禁錮刑……… 三三九八名追放……… 三二二名警察の監察処分 一一七名罰金刑……… 九名鑑別所送りの少年 五六名
注・ 「パリ・コミューン」 （喜安朗訳） 。
コミューンに参加していた者は、零細な職人が多かったから、かれらが居住していた地区にあたえた影響は大きかった。一
）
（（
（明治
八八〇年七月、コミ
ューン関係者全員にたいする大赦がおこなわれた。
＊
パリ・コミューンの反乱が起った当時、首府にいたと考えられる日本人にどのような人物がいたのか。左記の二十名ちかい日本人留学生は、ド
イツ軍によるパリ包囲（籠城）やパリ・コミューンの反乱を体験したり、目撃した可能性があるのである。かれらの多くは、フランスに着いたのち、私塾や専門学校で語学をまなびつつ、やがて専門科目の世界に足をふみ入れてゆくのであるが、受講した教育内容や修学年数、居住地などわからないことが多い。
つぎに記すものは、各フランス留学生の氏名・生没年・年齢・渡航年月・専攻科目・学校名（師事した人名） ・パリにおける住所・出身地・備
考である。
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前田弘
（正名）
庵
 （一八五〇～一九二一）
 ［
24］ 
明治
2・
11・
24 
農学、普通学
　
クエー学校
 
Instit. à C
ouché (dépt. de V
ienne) 
鹿児島
　
ベルギー貴族モンブランとともに、明治二年十一月二十四日横浜より「ラブールドネ」号で出帆。一八七〇年（明
治
3）の春
―
パリに到着。モンブランはティボォリ街八番地を日本総領事館とした。前田はそこで事務をとったり、
バック街の私塾のような所でフランス語のけいこをした。のちにパリ籠城やパリ・コミューンを経験した。後年、農商務次官、元老院議官、男爵。
毛利藤
とうない
内
 （一八四九～一八八五）
 ［
22］ 
明治
3・
10 
法律、普通学
　
ベナール氏
 
 C
hez M
. B
énard, rue de Paris à Palaiçeaux (S. et O
) 
山口
　
明治三年（一八七〇）十月、山口藩留学生としてフランス 派遣される。
　
渡仏後、肺結核をわずらい、明治七年（一八七四）八月帰国。明治十二年（一八七九） 「第百十銀行」を設立し、
頭取となる。
楢崎頼
らいぞう
三
 （一八四五～一八七五）
 ［
26］ 
明治
3・
10 
軍事刑法、 普通学
　
ミルマン氏
 
   
 
 
山口
　
明治三年（一八七一）十月、大阪陸軍兵学寮の仲間十名とともに、仏教師ビュラン騎兵大尉に率いられ横浜を出帆。
同年十一月二十八日フランスに到着。パリではミルマン氏に師事。明治八年（一八七五）二月十七日肺結核のためパリで死去。享年三 一。モンパ ナス墓地に葬らる。
渡わたり
六之介
 （一八三九～一九二四）
 ［
25］ 
明治
3・
3・
1 
兵学
　
サンシール陸軍士官学校
 
   
 
 
広島
　
明治三年（一八七〇）兵学寮生徒のときフランス留学を命じられ、渡仏。フランス滞在中、パリ籠城を体験。後年
『法普戦争誌略』 （ 『巴里籠城日誌』大正
3・
10）を著した。パリ・コミューンも経験しているはずであるが、記録を
残さなかった。のち参事院議官、貴族院議員となる。
村上四郎
 （一八四六～？）
 
［
25］ 
明治
3・
11・
28 
工学、普通学
　
ベナール氏
 
 C
hez M
. B
énard, rue de P
aris à P
alaiçeaux (S
. et O
) 
山口
　
明治三年（一八七〇）十月二十八日フランス、マルセーユに到着。パリのボンネー塾でまなぶ その後の消息は不
（20）187
明。
小坂勇
たけくま
熊
 （一八四八～？）
 
［
23］ 
明治
3・
11・
28 
参謀学、普通学
　
サンルイ学校
 
   
 
 
岩国
　
明治三年（一八七〇）兵学寮生徒として、軍事研究のためフランスに留学。同年十一月二十八日フランスに到着。
参謀学校で研修ののち、帰国。明治十五年（一八八二）陸軍大学教官となる。
小お
国ぐに
磐いわお
 
（一八五六～一九〇 ）
 ［
17］ 
明治
3・
11・
28 
築造学、普通学
　
デカルト学校
 
   
 
 
岩国
　
もと兵学寮生徒。 十一月、デカルト学校でフランス語や工兵学をまなぶ。のち士官学校、陸
軍大学校教官。陸軍少将。
駒留良蔵
 （生没年未詳）
 
   
明治
3・
11・
28 
法律学
 
 
16, rue L
ord-B
yron （下宿先か）
 
千葉、市原
　
上かずさのくに
総国菊間藩（五万石）の出身。村上英俊の達理堂でフランス語を学んだ。明治四年（一八七一）九月
―
太政官
派遣の留学生として渡仏。フランスでは法律学をまなぶ。パリ・コミューンのとき、バリケードづくりに参加した数ない日本人の一人。のち警察庁准奏任御用掛、長崎控訴院検事
（
24）
。
　
山田寅吉
 （一八五三～一九二七）
 ［
19］ 
明治
3・
11・
29 
制造学、普通学
　
 
 
Instit. C
altier. 104, rue A
m
elot 
豊津
　
福岡藩官費生として明治三年（一八七〇）フランスに渡り、リセを経て、同六年（ 八七三）エコール・サントラ
ールに入学した。明治十二年（一八七九）三月、帰国 のち内務省土木局に勤めた。
西園寺公望 （一八四九～一九四〇）
 ［
24］ 
明治
4・
2・
6 
政治学、普通学
　
ミルマン氏
 
Instit. M
arc. 53, rue des D
am
es. B
atignoles 
京都
　
明治三年（一八七〇）十二月、横浜より外輪船「コスタリカ」号でフランス留学の途にあがり、アメリカやイギリ
スを経て、同四年（一八七一）
　
三月コミューンに沸くパリに入った。マールやミルマンやアコラスの塾を経て、ソ
ルボンヌに学んだ。滞仏十年。帰国後、 『東洋自由新聞社』の社長に就任するが、天皇の内命で辞任 のち元老、公爵。
186（21）
パリ・コミューンをみた日本人
庄司金太郎 （生没年未詳）
 
［
19］ 
明治
4・
3・
2 
海軍、普通学
　
ニース政府学校
 
   
 
 
島根
　
明治三年（一八七〇）十月陸軍兵学寮生徒として軍事工学研究のため、松江県費でフランスに留学。明治六年（一
八七三）パリで開かれた第一回東洋学者国際会議に、入江文郎らと出席。その後の消息は不明。
石丸三七郎 （一八四八～？）
 
［
23］ 
明治
4・
3・
2 
築城、普通学
　
ニース政府学校
 
   
 
 
岡山
　
大阪兵学寮生徒として築城学研修のため、横浜を出帆。同年十一月二十八日フランス、マルセーユに到着。その後
の消息は不明。
堀江提一郎 （一八四六～一九一五）
 ［
26］ 
明治
4・
3・
2 
普通学
　
コルネーイ氏
　
明治三年（一八七一）五月、大阪兵学寮の幼年学舎に入学。同年十一月から明治八年までフランスに留学し、軍事
刑法学をおさめた。のち戸山学校長、士官学校長を歴任。陸軍大将、韓国駐剳軍司令官。
船越熊吉
 （一八五二～？）
 
［
19］ 
明治
4・
3・
2 
剛砲兵学、普通学
　
サンルイ学校、エ ール・ポリテク ク
 
 
広島
　
明治三年（一八七一）閏十月五日、仏教師ビュランに同行してフランスにおもむく。同年十一月二十八日フランス、
マルセーユに到着。普通学をおさめた 、砲術学を専攻。その後の消息は不明。
野村小三郎（？～一八七六）
 
［
18］ 
明治
4・
3・
2 
隊外士官学務、普通学
　
デカルト学校
 
   
 
 
岡山
　
明治三年（一八七一）十二月、陸軍兵学寮に入学してすぐ官費留学を命じられる。閏十月五日 仏教師ビュランに
同行してフランスにおもむく。明治七年（一八七四）エコール・ポリテクニーク（理工科学校）に入学し 同九年（一八七六）同校を卒業。ついで砲工実施学校に入学。同年十一月、デカルト学校で、フランス語のほか隊外士官学務をまなぶ。明治九年（一八七六）パリで客死。
松原且
かつ
次じ
郎ろう
 
［
18］ 
明治
4・
3・
14 
鉱山学、普通学
　
ラヒット氏
 
Instit. H
arent 9, rue de Jouy. 
金沢
（22）185
古賀護太郎
 
［
23］ 
明治
4・
3・
14 
鉱山学、普通学
　
ミュールド氏
 
Instit. H
arent 9, rue de Jouy. 
佐賀
岩下長十郎
 
［
20］ 
明治
4・
4・
16 
普通学
　
ブブール氏
 
   
 
 
鹿児島
坂田乾
かんいちろう
一郎
（一八五〇？～？）
 
   
明治
3 
兵学
　
ガルニエ校
 
   
 
 
横浜
　
明治三年（一八七〇）ごろ自費でフランスに渡り、のち官費生となる。フランスではパリやリヨンに滞在した。中
江非民はリヨンにおいて同人と親交をむすんだ。その後の消息は不明。 （ 『海を越えた日本人名辞典』を参照） 。
一
　
ナポレオン三世の第二帝制末期にパリを訪れた日本人。
一（嘉永４）
八五一年十二月
―
ルイ・ナポレオンは、クーデターをおこし、議会を解散し、憲法を改め、翌年（一八五二）人民投票で帝位につき、第二
帝制を開始した。第二帝制は、普仏戦争（一八七〇～七一）に敗北し、没落するまで約二十年ほどつづいた。
一（慶応元）
八六五・八月上旬……横須賀造船所建設の用務をおびて、外国奉行・柴田日向守一行九名、パリに到着。
一（慶應３）
八六七・二 ………薩摩藩のパリ万博使節・岩下佐次右衛門一行十二名、パリに到着。
　　　　　
四・一一……パリ万博使節・徳川昭武一行（三十三名）が、パリに到着。
　　
四・二八……午後二時、チュイルリー宮殿（パリ・コミューンで焼失）で、ナポレオン三世の謁見をうけた。
　　
六……………佐賀藩の 佐野栄寿左衛門一行五 、パリに到着。
　　
七・二五 「帝国日本芸人一座」 （軽
かるわざ
業、曲芸師からなる松井源水一座） 、パリに到着。約二ヵ月間、 「ナポレオン円形劇場」で興行した。
当時のパリの物価
―
サーカス 入場料……………二フラン銭湯…………………… 一フラン辻馬車（一時間） 二フラン五〇中級レストラン 二フラン五〇
184（23）
パリ・コミューンをみた日本人
一流ホテルのレストラン……一六、七フラン遊女の揚代……………………二五フラン（約五両）
　　　　　
九・一五……公使・栗本安芸守、パリに到着。
　　
一一・五……幕府派遣のフランス留学生（横浜の仏語伝習所の学生）一行九名、軍事学を研修するためパリに到着。
一
・ 明治元）4
（慶応
八六八・七・六………栗本公使以下十三名、横浜に到着。
一
）
3
（明治
八七〇・七 一九… 普仏戦争はじまる。
　　　　　
一二・二〇…普仏戦争の観戦委員
―
大山弥助（のち元帥・大山厳） 、品川弥次郎（のち内務大臣） 、有地品之允、池田弥一、林有造、松村
文亮、中浜万次郎（通訳）らは、ドイツ占領地より関門を通過し、パリに入った。翌二十一日、パリ市内の小ホテル（場所は不詳）において、留学生・岩下長十郎、前田正名、渡六之介らの訪問をうけ、百余日の籠城ちゅうの苦難の話をきいた。
一
）
4
（明治
八七一・二……………ベルサイユで対独平和休戦条約をむすぶ。
　　　　　
三・一八……パリ・コミューンおこる。
　　
三・二七……西園寺公望、旧幕臣・栗本定次郎とともにパリに入る。
　　
五・二八……パリ・コミューンの敗北。
一
）
5
（明治
八七二・三・二六……岩倉使節団、パリに入る。凱旋門の西北に位置する旅宿（白亜三階建ての旧トルコ公使館）に投宿。
　　　　
一〇・三……元将軍の侍講 成島抑北は、普仏戦争がおわったこの年大谷光
こうえい
瑩（東本願寺法王）に随伴してパリに到着。
一
　
パリ・コミューンをみた日本人。
前田正
まさ
名な
（一八五〇～一九二一、もと薩摩藩士、のち農商務次官、元老院議官、男爵）は、一八六九年十二月二十六日（明治
2・
11・
24）すも
うのふんどしかつぎのようなかっこうをし、大小を差し、柳
やなぎ
行こう
季り
（衣装類などの入れもの）ひとつだけをもち、モンブランというベルギー貴族に
伴われて、この日横浜から「ラブールドネ」号に乗ると、ヨーロッパにむかった。渡欧にあたって前田がもらった辞令には、 「仏国博覧会御用ニ付
　
御お
傭やとい
仏人
　
我領事官コント
　
モンブランニ随行
　
仏国派出申付候事」とあった。
この二人は、フランスに着くまで便船を何度もかえ、一八七〇年（明治
3）の春ごろパリに着いた。パリに着くと、前田は頭をざん切りにし、
洋服に着換えた。モンブランの住居（日本総領事館をかねる）は、ティボリ街八番地（現アムステルダム街、サン・ラザール駅にちかい）にあり、
（24）183
前田はそこにやっかいになると、事務をとったり、バック街の私塾などで学んだようであるが、かたくるしい学校の勉学はいとわしく、ときに耐えがたくなった。かれは学校から遠ざかり、人の話を聞いたり、事物を実見することだけに専念するようになった。
一八七〇年七月十九日（明治三・六・二一）
―
普仏戦争が勃発し、三十万人のフランス兵が進撃した。が、軍備にまさるドイツ軍によって破
られ、九月セダンの要塞が陥落し、ナポレオン三世は捕虜になった。やがてパリに共和政権が樹立し、籠城体制をとり、ドイツ軍に抵抗した。
前田はパリでモンブラン家のやっかいになっていた。が、普仏戦争がはじまると、いつもドイツ軍がいるパリ郊外の戦場によく出かけた。ある
とき憲
ジャンダルム
兵からスパイとまちがわれ、警察に拘束された。普仏戦争始
はじ
まれるを以
もっ
て、今
こん
度ど
は又その戦争の実地検分に身を委
ゆだ
ねて一年を暮
くら
しぬ。終
しゅう
始し
戦場にのみ行くを以
もっ
て、或
あ
る時
とき
の如
ごと
きは、嫌疑を受けて警察
に拘留せらるとに至
いた
れり。
注・ 「前田正名自叙伝（下） 」 （ 『社会及国家』二五二号所収、昭和
12・
3）
パリが籠城ちゅう、かくべつ危険を感じなかったという。しかし、内乱（パリ・コミューン）が起ってからは、心配になった。パリは四方に堀
若き日の前田正名
『前田正名先生小伝』（昭和７.３）より。
モンブラン伯（1833～1894）
182（25）
パリ・コミューンをみた日本人
をめぐらし、その周囲を砲台でもって防備していた。パリのまわりには要塞が十四、五あったといい、中でも最大のものはモンバリアン要塞（パリから八キロ）であった。
パリは要塞都市でもあったから、日本人の考えからすると、ドイツ軍がパリ郊外に近づくことができないと思われた。しかし、パリはじっさい、
二重三重にも包囲されたのである これが講和のきっかけとなり、ドイツの屈辱的条件をのまざる得なかった。
前田によると、感心したのは籠城ちゅう パリは秩序をよく維持していたということである。区役所よりパンの鑑札（許可証）が交付された。
前田の配給証明書 は、 「日本国留学生
　
前田正名
　
二十二歳」といったようなことが、フランス語でしるされていた。
パンの配給券は、毎日パン屋で切りとってもら のだが、一日二回使用することはできなかった。配給券は、一週間ですべてなくなった。パリ
がドイツ軍に取り囲まれていたとき、いちばんこまったのは、食糧やまきがじゅうぶんなかったことである。
肉類の買入れは勝手なれども、殆
ほと
んど手に入らず、牛肉は全
まった
くなくなり、漸
ようや
く馬の肉ありしも、これも非常に高価なり。正名等は留学生なれば、勿論、
肉などを買うこと能
あた
はず、馬の骨を買い求め、之
これ
を以てスープを拵
こしら
えて食
しょくせ
り。
ひとはふつう革新的な食料や調理法に抵抗をしめすものであるが、食糧難と直面すると、背に腹はかえられず、何でも食べるしかないのである。籠城下のパリも、深刻な食糧難に見舞れた。犬や猫やネズミの肉にくらべると、馬などは高級な食材とい 。パリの
児ロピタル ・ デ ・ ザンファン
童病院
の主任薬剤師であるブールゴワン博士は、滋養物について講演し、とくに馬肉の栄養価について力説した。馬肉は世界中で食
べられているのだが、フランスではセダン（フランス北東部の町）やサンテティエンヌ（フランス中東部 町、パリの南東五一七キロ）その他の町に、むかしから馬肉屋があって繁盛していた。馬肉の味は、牛肉とくらべて、まさるとも劣らないという。
馬肉はたん白質や繊維を豊富に くみ、体力の回復に欠かせない窒素の供給源としては第一級の物質な である。前田が口にした馬の骨から作ったスープ（
b ブイヨン・ドゥ・シュヴァルouillon
de
cheval ）は、栄養価からいえば、牛肉の二倍もあるという（ 「馬肉」 『イリュストラスィヨ
ン』紙、一八七〇・一〇・一五付、三九九頁） 。
前田がつぎに困ったのは、タバコや酒といった嗜
し
好こう
品のほか、薪
まき
などがないことであった。
（26）181
欠乏せるものとては、煙草と酒となりき。最も
可か
哀わい
想そう
なるは、寒中にも
拘かかわ
らず、
薪まき
なき故に、幾
分か公園の樹を
斫お
り、外に街道の両側にある樹を斫り取れるが、その
価あたい
は
径けい
（さしわたし）五六寸
高さ二間位のもの、
如いか
何
にしても二百円位を出さゞれば求め
難がた
し。卵、バタは
殆ほと
んどなく、ダイヤ
モンド店に飾
かざ
られし程
ほど
なり。
食料も少なく、薪なき為に、老人などは非常に
痩や
せ
衰おとろ
へて、洗濯も十分に出来ず、いさゝかの木
の実を持ちて歩くさま平時には見られざる現象にして、之
これ
を見れば、一
ひと
しほの寒さを感ぜしめぬ。
注・前掲「前田正名自叙伝（下） 」より。
ドイツ軍包囲下のパリ市民は、物質には不足していたが、劇場は毎日開いていたし、カフェな
ども平日とすこしも変わらず営業していた。
前田は自叙伝のなかで、籠城下のパリの困窮せる暮ら ぶりに言及したが、パリ・コミューン
については、 「唯
ただ
その後
ご
の内
ないらん
乱発生を危
きぐ
惧せり」とちょっとふれただけである（ 「第九章
　
巴里籠
城経験」 『前田正名自叙伝（下） 』所収） 。
一
　
日本の観戦委員ヨーロッパへむかう。
ドイツ軍によるパリ包囲のまっ最中に、明治政府からヨーロッパにおもむき、普仏戦争を現場において見聞するよう命じられたのは、つぎの七
名であった。
大山弥
（巌）
介…………一八四二～一九一六、明治期の陸軍軍人。のち元帥、貴院議員。公爵。
品川弥次
（二）
郎………一八四三～一九〇〇、幕末・明治期の政治家。のち農商務大輔、宮中顧問官、子爵。
有地
しな
之の
允じょう
………一八四三～一九一九、明治・大正期の海軍軍人。陸軍より海軍に転じ、のち常備艦隊司令長官、枢密顧問官。
馬を解体する図。『イリュストラスィヨン』紙より。
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池田弥
や
一いち
…………一八三一～一八八八、明治二年（一八六九）ドイツに留学。普仏戦争を視察し、同四年帰国。のち東京裁判所長、大審院刑事第一局
長。
松本文
ふみすけ
亮…………一八四〇～一八九六、明治四年（一八七一）イギリスに留学。同六年（一八七三）海軍少佐。のち春日艦長。
林
　
有ゆうぞう
造…… 一八四二～一九二一、明治期の政治家。立志社に参加、のち伊藤内閣の農商務相。晩年、郷里の土佐で余生をおくる。
中浜万次郎………一八二七～九八、もと土佐の漂流民。アメリカで初等・中等教育をうける。維新後、開成学校教授。普仏戦争観戦には通訳として参
加した。
かくて一行は、明治三年八月二十八日（一八七〇・九・二四）午後二時、横浜よりグレート・パブリック号に乗り、一路アメリカのサンフラン
シスコをめざした。横浜出帆後二十六日をへて、九月二十三日（一〇・一七）サンフランシスコに到着した。以下、パリに入城するまでの足跡をしるすと、つぎのようになる
（
25）
。
［アメリカ］
九月二十六日（一〇・二〇）…………サンフランシスコを出発し、シカゴ経由でニューヨークにむかう。十月四日（一〇・二八）………… ニューヨーク到着。ここで日本の留学生から、ナポレオンがセダンで敗れたことを聞いた。十月九日（一一・二）……… ミネソタ号に乗り、ニューヨークを出帆、大西洋を横断してイギリスにむかう。
留学時代の大山弥介
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［イギリス］
十月二十一日（一一・一四）…………夜、リヴァプールに入港。翌二十二日上陸し、ロンドンにむかう。十月二十三日（一一・ 六）…… ロンドン到着。一行の英京での滞在は一カ月にもおよんだ。この間、諸所を見学に訪れた。
ロンドン滞在中、パリがドイツ軍に包囲され、食糧が尽きようとしている、といったニュースに接した。
閏十月二 一日（一二・ 三）………一行はロンドンを発し、ド バー海峡をわたり、対岸のベルギー領オステンドに上陸し、ブルュッセルにむか
った。同夜、ベルギーの首都を発し、ベルリンにむかう。
［ドイツ］
十月二十七日（一二・一九）…………ベルリンに到着。同胞の出迎えをうける。翌日から諸処を見学に訪れる。十一月七日（一二・二八）……… 一行はこの日、戦場視察のためベル ンを発し、翌日フランクフルト（ドイツ中部）に着く。十一月九日（一二・三〇）…… 小雪ふる中、マーヤンス（独仏 国境の町）に着く。十一月十日（一二・三 ）…… ザールブリュッケン（フランスと 国境にちかく フランクフルトの南西 二二キロ）に到着
［フランス］
十一月十一日（ 八七 ・ ・ 激戦地メ
（メッス）
ッツ（フランス北東部、パリの東三一三キロ）に到着。洋暦の一月二日、三日と、戦跡を巡覧する。
（これより洋暦）一月三日…………………………………夜、メッツを発ち、ナンセー フラ ス中部、パリ 南一八六キロ）にいたり、同地で一泊ののち翌四日スト
ラスブール（フランスの北東部、パリの東四五八キロ）に到着。二日間、町を見学した。
一月七日………… ストラスブールを出発。一月八日…… カッセル ドイツ東部、フランクフ ト＝アム＝ インの北東二〇〇キロ）に到着。一月九日…… ベルリンに帰着。
一月十三日の夜
―
一行十一名は、パリにむかうため夜行列車でベルリンを発し、ひとまずフランクフルトを目ざした。
一行は、大山弥介、品川弥次郎、有地品之允、池田弥一、松村文亮、林有造、中浜万次郎ら七名のほか、つぎの四名が新たに加わった。
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大原
礼（令）
之助………一八四五～一八八七年、本名は吉原
重しげとし
俊。慶応二年（一八六六）五月、グラバーの援助でイギリス経由で渡米。明治二年（一八六
九）からイエール大学で政治・法律学をまなんだ。普仏戦争観戦団に随行。のち大蔵少輔、初代日銀総裁。
上野哲助…………不詳内藤類
るい
次じ
郎ろう
………？～一八九〇、明治三年（一八七〇）徳島藩の命でイギリスに留学。のち外務省翻訳官、記録局次長。
真ま
辺なべ
戒かい
作さく
…………一八四九～一八八〇、明治三年（一八七〇）土佐藩留学生として、海軍修業のためイギリスに留学。同九年ごろまでロンドンに滞在。
帰国後、自刃。
一行は翌十四日の午前十一時ごろフランクフルトに着くと、ロシア・ホテルで昼食を摂ったのち、午後一時発の列車でストラスブールにむかっ
た。夜半、ケール（
K
ehl, ストラスブールの対岸の田舎町）に着き、同地のホテルで一泊した。
一月十五日……朝九時、馬車でケールを出発し、ライン川を渡りストラスブールに入り、前回泊った「メイソン・ホテル」に旅装を解いた。
ケールはライン川をへだててストラスブールと近接しているため、 ランス側から撃ち込まれた砲弾によって破壊された人家もすくなくなかっ
た。一行は一月十五日から同月二十日までストラスブールに滞在し、市内を見学するかたわら、案内役のドイツ士官スナイドルの到着を待った。
同士官がパリ近郊から到着するや、日本人はパリ近傍のようすをたずねたりした。
一月二十一日の午前七時、一行は「メイソン・ホテル」を馬車で出ると駅舎にむかい、そこから
七時十五分発の蒸気車（汽車）に乗りパリにむかった。午後四時まえバール＝ル＝デュック（
B
ar-
le-D
uc, フランス中北部、パリの東二二九キロ、ドイツ軍がセダンを討つとき司令部を置いた所）
を通過
―
午後七時ごろシャロン＝スュル＝マルヌ（フランス北東部、パリの東一六一キロ、交通
の要衝）を通りすぎ、
―
午後八時ごろエペルネ（
E
pernay, フランス北東部、パリの東約一三〇
キロ）に到着した。同夜 「ヨーロッパ・ホテル」に投宿した。
吉原重俊通称［別名］大原礼之助
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一月二十二日、フランス軍は鉄道を破壊したため、蒸気車が来ないので、駅であらたに貨車を仕立て、午後四時四十分すぎエペルネを出発し、
夜十時ごろラジイ（パリにちかく、マルヌ川河岸の町）に到着した。これから先は戦場にちかく、鉄道は不通であった。
ラジイの住民は疎開しており、ホテルのような所へ行っても、泊ることも食事を摂ることもできなかった。また人家をノックしても応答はなか
った。ようやく一軒のホテルをみつけ、そこでパンを食し、ブドウ酒をのんだのち、蒸気車に戻った。ホテルに宿泊できず、やむなく貨車の中にワラを敷いて、その上で寝た。
一月二十三日、午前五時に出発するとの報告があり、兵士がやって来て火をおこし、コーヒーを入れてくれ 。おかげで寒さを忘れることがで
きた。ドイツ軍の司令部があるツセエル（不詳） む うにも馬車がない で、やむなくブタを運ぶ荷車を三台やとい、それに日本人十一名が分乗し、護衛のドイツ兵五名とともに午前八時ごろラジイを出発した。
気候は寒いうえに、道もわるく、パリの東方を回り道するようにして午後七時ごろ、ようやくヴィレヌ ヴ（
V
illeneuve, パリ郊外
―
ラジイ
から約二十キロ）に到着した。ここにドイツ軍の陣営があり、戦乱をさけて無人になっている農家のひとつに入り、酒や食事を供されたのち、一間で一同ざこねをした。それでも貨車内で寝るよりもよかった。
あき家になっている農家は、ことごとく兵士の宿所となっていた。一月二十四日、午前七時に朝食をとり、風雪のなか八時にふたたびブタ運搬用の荷車にのってヴィレヌーヴ 出発 た。お昼ごろ 一村落のホ
テルでブドウ酒とパンを喫し、ふた び荷馬車に り、ついに司令部のあるツエセルに到着
ブタ車にのった東洋人が珍しかったものか、地元の婦女子をはじめ、ドイツ兵らがそばに寄ってきて、どこで捕虜になったのか、と尋ねた。ブ
タ車にのっているから、きっとどこかの戦場で捕らえられた将兵だ 思った で 。
一月二十五日、午前八時に朝食をとり、九時に案内役のスナイドルに導かれ 馬車で当地の宏大な花園を見学に訪れ、園内 ある古城でナポレ
オン一世の馬車を一覧した。十一時に町中の小ホテル ビールをのみ、一時に宿にもどっ のち昼食をとった。二時ふたたび外出し 教会にいたり、そこで戦争の図などを見 が、たまたま馬関戦争のと の図（写真か？）があったの 、日本人は一笑した。その後、町中をかけめぐり宿帰った。
一月二十六日、午前九時に朝食をとり、十時にスナイドルが馬車とともにやって来たので 一同それに分乗すると、パリから四キロほどはなれ
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たヴィルダブレ（
V
ille d
’A
vray ）におもむき、そこにあるドイツ軍の防壁と砲撃のようすを見ようとしたが、許可をうることができず、砲声を聞
くくらいにした。そこでドイツ士官三名とともに小邸の屋上にあがり、望遠鏡でパリのほうを望んだが、曇天のためよくみえなかった。のちドイツ士官らの旅宿に行くと、他の士官らの歓待をうけ、ブドウ酒などを飲んだ。
一月二十七日、スナイドルを介してモルトケ（一八〇〇～九一、ドイツ軍の参謀総長）に戦地行の許可書を申請し、またパリの入城許可書が得
られる二月八日まで諸所を見学に訪れた。
一月三十日………雪。八時朝食をとる。ヴィルダブレにおもむき、ドイツ軍の砲台やフランス軍が明け渡したモン・ヴァレリアン要塞を見学。一月三十一日… イシイ要塞を見学。
二月一日から同八日までの一週間、日本人は町中を見学したり、ドイツ士官と会って話をしてすごした。が、二月八日、待ちあぐねたパリ入城
の許可が、フランス政府より届いた。
パリに入城。二月九日
―
日本人一行は、朝八時に朝食をとると、馬車でパリにむかうつもりであったが、その用意がととのわなかったので、やむなく昼す
ぎ荷物車に乗って出発し、午後一時ごろ〝セントセルマン〟 （
S
サンaint ＝＝
G ジェルマン
erm
ain= ＝
e アンn= ＝
L レイaye, 
パリの西二一キロ）に達した。当地でパンをもとめ、荷馬車のなかでそれを食べ、五時ごろパリの城外に至った。が、そこは郊外に食糧を求めて出た市民や荷物運搬車でいっぱいであった。
一行は午後六時まえに、ドイツとフランス両国の守備兵がいる境界を越えてパリに入った
が、市内にはロンドンよりも立派な建物が立ちならんでおり、世界第一の都会の印象をもった。
高級ホテルの一つオテル・ランガム（
H
ôtel L
angham
 ―
ボカドール街二四番地）に行っ
ドイツ軍の参謀総長モルトケ
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て宿を乞うてみたが、このころ病院になっていた。四、五軒ホテルを訪ねたが、どこも宿をなさず、ようやく小さいホテルをさがし、泊ることができた。が、食事を出すことができぬ、といわれた。夕食がとれるレストランを教えてもらい、そこに行き料理を注文したが、パンも肉もひどかった。フランス兵が大勢食事をしており、その中に馬関戦争のとき日本にいたという者がいて、すこし日本語が話せたので、日本人のそばにやって来て話をし
一同は、午後九時ごろ宿にもどった。パリにいる日本人留学生の消息がわからないので、安否をたずねる記事を新聞に出すことにした。二月十日、朝雨がふり、のち晴天となった。午前十時に朝食をとった。ホテルの者が、けさからパンを焼くことができ、食事もと のうといっ
た。お昼すぎ日本領事館（ティボォリ街八番地）の所在地がわかったので、大山弥介 大原礼之介が訪ねたが、モンブランも前田も外出しており、一時間ほど待ったが帰らないので、門番に委細 のんで帰途についた。
林有造は、松村文亮とともに市街に遊歩にでかけた。四時すぎ林は、大原礼之介、池田弥一、有地品之允らとふたたび市街の散策に出、五時ご
ろ帰宿した。外出中にモンブラン宅にいる前田正名 、留学生の岩下長十郎を もない宿にやって来たという。午後七時ごろ、留学生の渡六之介と岩下長十郎がホテルにやって来たので、一同いっしょに夕食をとり、食後パリの籠城談を聴いた。
―
セダンが落ち、ナポレオン三世が降伏したのち、パリにおいて廃帝の声があがり、共和制となり、パリは籠城することになった。戦争準備のためパ
リ郊外の要塞を固め、にわかに兵の徴募がおこなわれた。予備役は四十三歳までであったのが、俄然五十歳まで引きあげられた。徴募兵は六十五万人に達した。
パリの郊外や近傍に住む者のうち、戦乱をさけて入城する者多く、ふだんなら人口二百万ほどであるのだが、いまは四百万人ほどだという。パリは十二月十日（洋暦）ごろより食糧難に陥り、馬・犬・猫・ネズミを食べるまでになった。臨時政府は、パリ籠城と決するや、牛・羊・小麦など
を買上げ、政府のほうでパンを焼き、肉をきざみ、貴賤の別なく、均等に売りわたした。しかし、肉はすくなく パンは粗悪であり、一月中旬から停戦までの四十日ほどは、ひじょうに窮したという。奸商のごときは、 のときとばかり値上がりをまち 停戦なるや、直ちに市中に品物を出した。老人や幼児のなかには、食物がわるく、牛乳もないため 亡くなる者も多かった。
日本人留学生は、籠城中に犬や猫やネズミの肉まで食べたといい、その値段について語った。
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鶏卵
　
一個………二フラン（一フランは、日本の一分に相当する）
犬
　　
一足…… 七フラン
猫
　　
一匹…… 七フラン
ネズミ一匹………一フラン
「諸
しょせい
生（留学生）に至
いた
る迄
まで
パン肉等も渡
わた
り、且
かつ
右みぎ
四品をも喫
きっ
せりと、実
じつ
に苦
く
辛しん
たるべし」 （ 「林翁渡仏日記」 ） 。
渡や岩下は、一時間ほど籠城中の辛苦を語ったのち、明朝市街を案内することを約束して帰った。二月十一日、晴。 同午前九時に朝食をとった。十時につぎの五名が宿にやってきた。
前田正名
　　　
岩下長十郎
　　　
渡
　
六之介
太田徳三郎
　　
駒留良蔵
パリ籠城中の渡六之介
仏国士官学校（エコール・ド・サン
シール）の制服を着た渡六之介。渡
正元著『巴里籠城日誌』より。
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これら五名に、観戦委員十一名が同行し、宿を出ると、市街見学に出た。馬車にのり、市の西郊にある胸壁（要塞？）を見あげたのち、ナポレ
オン三世の宮殿を一見し、ついで市内の小ホテルで昼食をとった。
午後はセーヌ川に沿って馬車を走らせ、七、八そうの鉄船をみた。午後五時ごろ宿に帰り、六時に一同夕飯をたべた。食後、談話になり、深夜
十二時ごろまで話し込んだ。やがて留学生らは、明日写真館に連れてゆくことを約して帰って行った。
二月十二日、晴。お昼ごろ、岩下長十郎は当年十四歳になる新納次郎四郎（一八四九～九五、のち陸軍大学校教授） 連れてやってきた。この
少年はフランスに留学してすでに五年になるが、日本語をだいぶ忘れていた。これから学校に行くところである、ということで学生服を着ていた。
午後一時ごろ、渡らがやって来たので、一同同行し、写真館におもむいた。三時ごろ宿にもどると、新納がすぐ帰り、その後、昼食をと た。二月十三日、朝小雨がふり、のちやんだ。午前九時に朝食をとった。十時に留学生らがやってきた。午後一時、林有造らは、太田徳三郎と岩下
長十郎の案内でナポレオン一世の墓を見に廃兵院 訪れたが、パリ籠城後、閉鎖されており、中に入れず、むなしく宿に帰った。午後三時、昼食をとり、そ 後部屋にもどり談話した。
二月十四日、くもり。午前十時に前田正名 岩下長十郎、渡六之介、太田徳三郎ら四名がやってきた。十二時、馬車で市街を遊覧し、 （パリ
の）写真 もとめたのち、午後一時ごろ宿にもどった。二時 モンブラン やって来たので、フランスの共和制のこと、ナポレオン三世の復帰の可能性などについて質問した。モンブランはいった。こんにちフランスが敗れたのは、文明 進歩とその勢い 誇り、他をかえりみなかったからであると。四時すぎ、モンブランは帰った。留学生らは、夜十一時ごろ帰途 つい 。
二月十五日、くもり。午前九時、岩下長十郎がやってきた。日本の醬油をみつけたらしく 林有造は 人と っしょにそれを買いに出かけ、ま
たホテルの者には鶏
にわとり
を手に入れるよう依頼した。醬油の値段は、三合入り徳
とっくり
利が六フラン（邦貨一両一分）であった。
十一時ごろ、
―
太田徳三郎
　　
渡六之介
　　　
大原礼之助
大山弥介
　　　
池田弥一
　　
品川次郎
有地品之允
　　
林
　
有造
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ら八名は、二派にわかれて借馬屋におもむくと、馬を借り、それに乗ると、ときどき市街を走ったりし、パリの城郭の西南、北東などに出かけた。
午後四時ごろ、おそい昼食となった。洋行以来はじめて日本料理を食することになり、イタリア米、鶏、鯔
ぼら
などを口にしたが、味はひじょうに
よかった。のち部屋において談話したが、夜九時ごろ、留学生らは帰って行った。
二月十六日、くもり。お昼ごろ留学生がき 一時すぎ、機械のひな形をつくっている工場を見学に訪れ、午後四時ごろ宿に帰った。夜十時ご
ろ留学生は帰
二月十七日、はれ。十二時に有地品之允は、駒留良蔵の案内をうけて仕立屋におもむいた。午後一時、池田弥一、品川弥次郎、林有造らは、太
田徳三郎に案内され大きな書店を訪れた。その後、市街を 車で走り、三時ごろ宿に帰った。岩下長十郎が留守番をしており、林はかれと談話をした。
二月十八日、渡六之介と太田徳三郎がやって来た。午後一時、フォンテンという者が来たので、同人の案内で大砲製造所を見学に訪れたが、停
戦後、工場の機械は稼働してなかった。このとき新発明の野戦砲をみ 。
このあとパン工場を訪れた。蒸気で麦を粉にしたのち、練り粉をつくり、それを焼いてパンをつくるのだが、すべ 機械仕立てであった。日本
人はその神速ぶりにおどろいた。そのあと川蒸気船に乗ってセーヌ川をさ のぼり、五時ごろ宿に帰った。六時 案内役のフォンテンといっ ょに夕飯を食べた。九時、同人と っしょに留学生らも帰った。
二月十九日（明治四年正月元旦） 、晴。午前十時に留学生一同ホテルにくると、元日を祝し 午後一時、大山弥助は岩下長十郎の案内をうけ
て外出し、三時ごろ宿に帰った。こ 日は日曜日 あたり、新納次郎四郎（武之助）は休日であったので、ホテルにやってきた。四時にモンブランが来たので 通行証に政府の許可印を押すように依頼し 。
同夜、渡六之介はホテルに泊まり、談話は午前三時までつづいた。二月二十日、朝は曇天。午後、小雨がふった。十一時に留学生らがやってきた。午後二時、大山弥助は、岩下長十郎を案内役として市街を馬車
でドライブし、のち入浴したのち三時ごろ宿に帰った。午後六時すぎ、一同オテル・ランガムにあつまり、晩さん会を開いた。モンブランも弟たちといっしょに出席した。
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二月二十一日、晴。お昼ごろ、有地品之允、大原礼之助、林有造らは、有地品之允、渡六之介を案内役として、川蒸気船でセーヌ川を遊覧した
が、両岸の市街のさかんなる風景をみることができた。川中に小島があり、そこに上陸し、園内の動物園を見学しようとしたが、停戦後、門をとざしていた。パリ籠城中、鳥やけものはことご く人に食われてしまい、残ったのはわずかのライオンだけであった。花園のまえに酒屋があったので、そこに入りビールを飲んだのち、歩いてヴァンセンヌ要塞（
F
ort de V
incennes ）に至った。
そこに大きな池があり、景色のよいところであった。が、樹木は伐採されており、昔日のおもかげはないという。そばに練兵場があり、七、八
百名の兵士らの練兵を望見した。午後三時、パリ城内に入 と（おそらくヴァンセンヌ門から） 、乗合馬車にのり、四時ごろ宿に帰った。直ちに食事をとった。
五時ごろ、モンブランが印章を押した通行証を持参し、それを手渡すと、すぐ帰った。観戦委員らを見送るため、太田徳三郎、渡六之介、前田
正名ら三名は、同胞のホテルに泊り 岩下長十郎はロンドンまで同行す になり、汽車に乗るつごうを調べるため帰宅した。渡六之介は林有造と午前三時まで談話した。
二月二十三日、晴。一同、午前六時に起床すると、七時に朝食を った。そして朝食後すぐに駅（西駅か。現・サン・ラザール）にむかった
岩下長十郎が一行を待っており、この印章だとワセールまでしか行けないという。そこでモンブランの家におもむいたが、本人は不在であった。
やむなく関
かんもん
門（関所）まで蒸気車で行き、そこで下車し、荷物を人にもたせ、徒歩でイシイ要塞にむかった。馬車がみつからず、さらに歩き、
午後一時、とある村に着き、そこで昼食をとった。食後、乗合馬車にのり、五 ごろワセールに着いた。当地で内藤類次郎とスナイドルに会った。
六時ホテルにいたり、スナイドルや留学生らと別盃をくみかわし、八時に宿にもどった。二月二十三日
―
午前六時に一同起床すると、身づくろいをすませ、八時に朝食をとった。食後、直ちにワセールの駅にむかい、十時にロンド
ン行の蒸気車にのり、十一時十分アニエール（
A
snières, パリの北西数キロ）に着いた。ここで下車し、一酒店に入りビールをのんだ。のちアニ
エールより数キロ歩いて午後 まえにサンノワ
S
annois ）に至った。
当地において、観戦委員らは留学生とスナイドルとに別れをつげた。品川弥次郎はベルリンに留学するため スナイドルと もに出発すること
になったので、とあるホテルに入り、いっしょ 食事をとり、別盃 くみかわした。昼食後、一同駅にむかい 蒸気車に乗った。蒸気車は二時十分に発車し、四時ごろ蒸気車を乗りかえるために一同下車すると 徒歩で仮橋を渡り別の蒸気車にのり移った。翌二十四日 午前一時ごろ、カレ
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ー（フランス北部、ドーバー海峡に臨む港町、パリの北二九三キロ）に着くや、すぐ蒸気船に乗った。一時十分に出帆、二時二十分ごろ対岸のドーバ イングランド南東部、ロンドンの東一二四キロ）に着いた。
ふたたび蒸気車にのり、ロンドンにむかい、チャーリングクロス駅には午前六時ごろ到着した。一同、 「チャーリングクロスホテル」の一室を
借り、休息した。すでに朝であった。……
＊
日本の観戦委員らは、独仏の軍隊が対峙している地域を通過しつつ、ドイツ軍の占領地より飢餓に瀕する籠城中のパリに入り、そこで同胞と会
い、苦難の物語を耳にするのであるが、やがて民衆の蜂起（パリ・コミューン）の胎動を聞くことなくパリをあとにする。ドイツ軍によるパリ砲撃がはじまったのは、一八七一年一月五日からであり
（
26）
、多くの市民がその犠牲となった。月末にはパリ周辺の要塞には、ドイツの旗がひるがえっ
た（
27）
。日本人一行がパリに入ったのは、一
）
4
（明治
八七一年二月九日であり、首都を出てロンドンにむかったのは二月二十三日である。パリ滞在は約二週間で
あった。一行がパリに入城する二十日ほど前の一月二十二日の午後一時ごろ
―
パリの市庁舎のまえで降伏反対の示威運動をおこなうために大勢
の群集（国民軍大隊）があつまり、 「休戦反対！徹底抗戦！コミュー 万歳！」とさけんだ。
群集の代表と市助役ショーデイとのあいだで激論になり、やがて警備兵と銃撃戦になった。婦人・子供らをふくむ約五〇人の死傷者がでた
（
28）
。政
府は力でこの日の暴動を鎮圧した。
一月二十八日
―
国防臨時政府は、ドイツと休戦条約をむすんだ。日本人一行がパリに入城する前日（二月八日）
―
講和の可否を問うための
総選挙がおこなわれ、そ 結果、農民や大地主勢力の支持をえた王党派が、ボルドー 開かれた国民議会で多数を占めた。議会は、カール・マルクスがいう強欲で恥しらずの六十二歳になる小男
（
29）
アドルフ・ティエール（一七九七～一八七七、フランスの政治家・歴史家）を行政長官に指名し、
ここに新政府が成立した
（
30）
。
日本人一行がパリを去って数日後 二月二十六日
―
新生ドイツ帝国とのあいだに仮講和条約（ 「ベルサイユ講和仮条約」 ）がむすばれた。その
内容は
―
、
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一
　
独仏両軍は占領地域において戦闘を停止する。
一
　
パリ城壁の武装解除。
一
　
パリ周辺の要塞をドイツ軍に明けわたす。
一
　
正規軍一個師団と国民軍をのぞき、ドイツ軍に降伏すること。
一
　
ドイツ軍への二億フランの戦時課税を支払う。
一
　
アルザス・ロレーヌ地方の割譲。
パリの民衆は、この仮条約の屈辱的内容に憤激し、さらに翌二十七日の政府の発表
―
三月一日にドイツ兵三万人がパリに入城し、シャンゼリ
ゼーの大通りを分列行進する
―
と聞くと、かれらの愛国的感情がいっそう燃えあがった。
パリの民衆は、国
フエデレ
民兵（
fédéré ）連合とその中央委員会に結集し
（
31）
、パリ開城に反対し、新政府との対立を激化させた。
＊
日本の観戦委員らは、直接パリ・コミューンを目撃する機会はなかったが 公卿の西園寺公
きん
望もち
（一八四九～一九四〇、明治から昭和期の政治家、
公爵）のばあいは、パリ・コミューンのさなかに目的地パリに入っている。ロンドンからパリまで西園寺を案内したのは、旧幕臣の栗本
貞てい
次じ
郎ろう
（一八三九～一八八一、栗本鋤雲の養子。江戸末から明治期の外務省官吏、パリで客死）であった。この二人が蒸気車にのりパリに入城したのは、一八七一年三月二十七日（明治
4・
2・
7）のことであった。
反乱軍が、モンマルトルの丘において政府軍にたいして戦いの火ぶたを切ったのは、三月十八日（洋暦）のことであったから、西園寺の入京は、
その十日後ということになる。パリに着いた西園寺は、かなりフランス語に通じていた前田正名の世話で小さいホテルに泊る一方、同人の紹介で四月五日私塾（マール塾か？ に入学した。その塾にはパリや各国の留学生らがたくさんいてたのしかったという。
安ホテルでは、金さえ出せば、いろいろな料理を整えてくれる。下宿のアパートも上等なものに ると、高級な家具が入っていた。フランスは
戦いに負けたといえ、パリだけは爛熟の気配があった。シャンゼリゼー 大通りをゆく貴婦人は、数々の宝石で身をかざっていて、その華美と比べたら、日本の珊
さん
瑚ご
の装飾品など河
かわら
原石
いし
のようであった。
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コミューン党がパリを支配していたとき、西園寺は私塾で勉強をつづけ、ときどきモンマルトルへ出かけると、芝居や寄席などをみた。またあ
るときは、ナポレオン三世がいた宮殿を入場料をとって見せていたので、見学に出かけた。 「私は
這は
入い
って見たが、
勿もち
論ろん
二条城、会津城とは
訳わけ
が
違ちが
うが、人をして無限の
感かん
慨がい
（しみじみとした気持
―
引用者）を
起おこ
さしめた
処ところ
は
矢や
張は
り
同おな
じ
事こと
でありました」 （談話筆記「懐旧談」
―
木村毅
著『西園寺公望』所収、沙羅書房、五三頁） 。
新政府軍（ヴェルサイユ軍）とコミューンとの戦闘は、いっそう激しさを増したのは五月に入ってからであるが、一八七一年五月十七日（明治4・
3・
28）の夕方の六時ごろ西園寺は、私塾において前田正名やアメリカ人の〝ヲゼダト〟という者といっしょに夕食をとっていた。そのとき
突然、天地をふるわすほどの大音響がしたと思ったら、窓ガラスがくだけ、部屋の中のついたてが倒れた。あわてて三人 中庭に出た。
西南の方向に白い雲にまじって黒いけむりのようなものが見られ、さらに爆発の閃光をみた。それは火薬庫の爆発のようでもあった。西園寺は
現場をみたいと思い、塾主に乞い、一教師とともにその地にむかったが、警官の制止にあい、行けなかった。犠牲者は三十余名という（国木田独歩編『陶庵随筆』新潮社 昭和
18・
12、八九頁） 。
この事件はおそらく政府側のスパイが、ラップ大通りの弾薬工場に放火したものらしい
（
32）
。はじめこの爆発は、ヌイイ（
N
euilly, パリの北西郊
―
ブローニューの森の北側）にいるヴェルサイユ軍の砲弾が、要塞の近くにある火薬庫に命中したために起ったものと考えられたが、じっさい
はそうではなかった。 『ニューヨーク・タイムズ』紙（五・一九付）は、この爆発事件の詳報を せた。
パリにおける爆発主に犠牲者は、女や子どもたちである
―
ぞっとするような光景
―
おびえた群集でいっぱいの街路
―
死体の除去。
五月十八日、パリ発。シャン＝ド＝マルス（練兵場がある所）に近い、ラップ大通りにある弾薬筒工
場が爆発したことによって失われた主なる人命は、女や子供たちであった。衝撃はパリの至る所で感じられ、大きなショックをあたえた。何事かわからなかったからである。何千人もの人々は、大きな白い煙の柱が立ちのぼっ 方向 殺到し そして全市民が通りに出てい ようだ。皆の表情に おどろき、
フランス留学時代の西園寺公望
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恐怖、好奇心がみられた。
ラップ大通りの終着点では、おそろしい光景がみられた。家が燃えており、たえまなく弾薬筒の爆発音が聞えた。 （中略）その工場で働いていたほぼ
すべての男女や子供たちは、亡くなったか、重傷を負ったかのいずれかであった。
西園寺はいう。「四月三日（洋暦五・二一）
　
政府ノ兵コンミュンヌ党ヲ破リ、巴
（パリ）
城ニ入ル」 （前掲書、 『陶庵隨筆』 、八六頁） 。
これは一八七一年五月二十一日（明治
4・
4・
3）―
西園寺がパリに着いて約二カ月後
―
に、政府軍がパリ城内に突入したことをいってい
る。
ついに！ヴェルサイユ軍、郊外に入る。昨日、市の二つの地点占領され （ 『ニューヨーク・タイムズ』紙、一八七一・五・二二付） 。五月二十一
―
きょうの午後四時にヴェルサイユ軍は、パリに突入した。突入は同時に二つの地点で敢行された。すなわち、ポワン・デュ・ジュー
ルに近いサン・クルー門とブリュンヌ大通りのモンルージュ門で。反乱軍は防塁を放棄した。
政府軍八万人によるパリ侵入は、マクマオン（一八〇八～九三、フランスの軍人、政治家、普仏戦争のときセダンでドイツ軍の捕虜となったが、
休戦後、パリ・コミューンと闘う）を総司令官としておこなわれた。マクマオン元帥の総司令部は、新しい「オペラハウス」に、南方からパリに突入したシセイ将軍の司令部は、シャン＝ド＝マルスの正面にある陸軍士官学校にそれぞれ置かれた。
二十一日、ヴェルサイユ軍は、ポアン・デュ・ジュール地区からパリに侵入し その夜凱旋門は占領され 捕虜の銃殺がはじまった
（
33）
。この日
から凄惨な市街戦がはじまった。そのようすは
―
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暴徒（反乱軍）大
おおい
ニ敗
やぶ
ルト雖
いえど
モ
　
敢あえ
テ
　
屈くっ
セズ、益
ます
ま々す
窮きゅう
鼠そ
（追い詰められたネズミ）ノ勢
いきおい
ヲ為
な
シ、所
ところ
ど々ころ
市街ニ出没シ、或ハ放火シ、或ハ発砲シ、老
ろう
ヲ殺シ、幼
よう
ヲ屠
ほふ
リ、最
もっと
モ其
その
惨さん
毒どく
（むごたらしく人を殺す）ヲ極
きわ
ム（ 『陶庵隨筆』 ） 。
政府軍がパリの城内に入ると、城内の反乱軍は、政府軍にたいして敵対し、たびたび出撃と再結集をくり返すのだが、捕らえられると、容赦な
く銃殺された。
西園寺は、敵味方が入り乱れてのむごたらしい市街戦を見るために、同学の士（学友）といっ
しょにたびたび戦場に出かけた、といっている。
パリにおける西園寺の下宿の住所と考えられるのは、
―
rue des D
am
es B
atignobles
（デ・ダム・バティニョブル街）
である。が、これは昔の街路名である。いまの
 B
oul des B
atignolles （サン・ラザール駅やモン
ソー公園にやゝ近い）のあたりであろうか
いずれにせよ、かれの住居も戦場となり、砲弾や銃弾が雨やあられのように飛んで来たし、煙
と炎のためにあたりは昼間でも暗かった。「当時予
よ
ノ寓
ぐうきょ
居モ
  亦また
一いち
戦せん
場じょう
ニ係
かかわ
ル。飛
ひ
丸がん
雨う
注ちゅう
、煙
えん
焰えん
昼ひる
暗くら
シ」 （ 『陶庵隨筆』 ） 。
コミューン（反乱軍）は、五月二十一日の夜から翌二十二日にかけて
（
34）
、―
モンマルトルの丘、
トロカデロ（シャン・ド・マルスの北西） 、パンテオン（ノートルダム寺院の南）の三ヵ所に、ぐるりと半円を描くように防塞（バリケード を築いた。パリ市民は老小の差なくバリケードづ
レンヌ街のバリケードを撤退する反乱軍。『イリュストラスィヨン』紙より。
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くりを手伝った。
西園寺によると、防塞は舗道のしき石をはがし、これを積みあげ、もしくはワ
インの酒たる、その他のあらゆる障害物をもって一種の胸壁（とりで）をつくるものであった。
西園寺の友人の一人に、法律をまなぶ駒留良蔵という太政官派遣の留学生がい
たが、騒乱 地区を歩いていたとき、政府軍が攻めてくると聞いて、一生懸命バリケードづくりに加わって た市民から―
おい、日本人、お前も手伝ったらどうだ。
と声をかけられたので、―
ウイ、ムスィユー（いいよ、だんな） 。
と答えた。すると相手はあまりうれしくなかっ 。革命さわぎのとき、資本家階級的な呼称で呼ばれたことが気に入らなかった。その男は、―
ムスィユー呼ばわりはよしてくれ。
といった。そこで駒留はあらためて、―
ウイ、スィトワイヤン（いいとも 同志よ）
と、いうと、その者 大いによろこび、握手をも めてきた。そ て、こう った。―
これでこそ君は、われわれの仲間だ！
注・ （ 「邦人某
ぼう
巴パリ
黎に胸
きょう
壁へき
を築
きす
く」 ） 。
シャペル街のバリケード
Armand Dayot編の前掲書より。
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もっとも凄惨な市街戦は、およそ三日ほどつづくのであるが、バリケードで捕えられた者は、すぐその場で銃殺された。二十三日、モンマルト
ルの丘は、政府軍によって奪われ、中央地区、第十八区をも占領された。占領地区において、三月十八日のかたきを討つため、コミューンや一般市民の大量虐殺がおこなわれた。
二十四日
―
コミューンは、レジオン・ドヌール宮殿、会計検査院、参事院、裁判所、市庁舎
（
35）
などに火を放った。市の中心は、ヴェルサイユ軍
によって掌握され、ラテン区も政府軍の手に帰した
（
36）
。二十五日、ヴェルサイユ軍は、市の西半分以上を支配した。コミューンの防禦線は、セーヌ
川右岸の東北地区に縮小した
（
37）
。コミューンがさいごの拠点としたのは、パリの東区メニルモンタンの高地
（
38）
―
ペール・ラシェーズ墓地であり、そ
こで白兵戦を展開したのち、力つきて捕らえられたコミューン、女・子どもらは、壁の前に立たされ、銃殺された。
五月二十八日の夕刻、総司令官マクマオンは、パリ開放を発表した。が、プロレ
タリアートにたいする虐殺は、その後もつづいた。
若き公卿の西園寺に〝パリ・コミューン〟は、どのように写ったのであろうか。
かれの見るところ、コミューンは、さしずめ、日本なら官軍（朝廷）にてむかう賊軍なのである。西園寺は戊
ぼ
辰しん
戦争のとき、一軍の将として北越から会津に転戦し、
実戦をも経験していたから パリ・コミューンの乱のときも、戦闘のはげしさや砲煙弾雨をおそれもせず、目の前で展開する たかい 様子を冷静かつゆか に眺めている。
西園寺は、パリ・コミューンの乱をじっさいわが目で見、かつそれについてみず
から人に語ったり、あるいは私記にし したり 手紙で報告したが、かれが見 コミューンは、つぎのようなものであった。
1871年３月におけるヴァンドーム広場の国民衛兵（コムユーン党の戦闘部隊）。
 History of 100 Years in Photographs－No.15.THE PARIS COMMUNEより。
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遊ゆう
民みん
無む
産さん
ノ徒
と
……………………………………………………………………………………「日記」
暴徒………………………………………………………………………………………………「日記」賊兵、賊または姦
かん
猾かつ
無む
恥ち
の徒
と
（心がねじけて、わるがしこい、恥を知らぬ仲間）……「書簡」 （橋本実梁宛）
これらの字句を綜合して考えると、コミューンというのは、 〝賊〟であり、労働者階級に属する愚民が起した反乱として理解していたようであ
る。当時わが国で刊行されていた『海外新聞』は、コミューンのことを、はじめから終りまで、 「一揆党」 「コムミュン」 （ 「巴里党すなわち賊徒なり」 ）と呼んだ。労
プロレタリアー ト
働者階級革命の先駆は、まさにパリ・コミューンであり、かれらを単に〝賊〟や〝賊徒〟 〝一揆党〟と呼んだら、パリ市自治体
の樹立に参加し、泉下の人となったコミュナール（反乱軍）の英霊にたいして非礼ともなりかねないが 明治初年当時の日本人の認識はまだ低く、この程度のものであった。コミューンの内乱が終そくしたのち、西園寺はしだいに急進的な政治思想にふれることによって、やがて自由民権に目をひらくようになる。このことはもっとあとのことである。
＊
パリ・コミューンの騒乱の約半年後
―
コミューン党の死霊が成仏できずにいるパリに、司法省留学生としてやって来たのは中江兆民（一八四
七～一九〇一）であった。かれは帰国後、フランス流の民権思想を普及させたことで知られた。が、コミューンについてふれることは、ほとんどなかった。兆民の渡仏は、一八七一年十月 こ であった。
さらにその約一年後の一八七二年十二月十六日（明治
5・
11・
16）にパリにやって来たのは、岩倉使節団であった。一行はこの日、イギリスの
ドーバーをあとに対岸のカレーに渡り、そこから陸路蒸気車で一路パリをめざし、その日の午後六時ごろパリのストラスブール駅（現・東駅）に着いた。そして馬車 乗ると、凱
がい
旋せん
門の西北に面した旧トルコ公使館にむかい、そこを宿舎とした。凱旋門は普仏戦争のとき、ドイツ軍から発砲
を禁じられた建物で った。が、コミューンの乱のとき、屋上に大砲をおき砲台 し、北のヴァレリアン要塞やヴェルサイユにむけて発砲したので、北側の一面は政府軍によって傷をつけられ 行がパリに入京したとき、ちょうど修復中であった。
パリ・コミューンのときに破損した建物は、市中にたくさんあり、生々しい傷あとを残していたと思われる。そのうちの一つが、一行が見物に
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訪れたパリの天文台（
O
bservatoire de P
aris ）であった
（
39）
。機械じかけの望遠鏡の一つが、コミューンの乱のとき、銃創をうけ、いまや廃物となっ
て壁に立てかけてあった。ほかに修理中であったのは方
ほう
尖せん
柱（オベリスク）であり、一行はサンクウール宮（パリ近郊）の焼跡も訪れている。
使節団にとってコミューンは、西園寺の見方とおなじように〝賊徒〟であり、別の見地からすれば〝赤い共和党
（
40）
〟であった。岩倉使節団は、一
八七三年（明治六年）二月十七日にベルギーにむけて立つまで、約二カ月パリに滞在した。その約七カ月後にパリにやって来たのは、成島柳北（一八三七～八四、元将軍の侍講、のち『朝野新聞』の社長）であった。かれは明治五年（一八七二）の初秋
―
東本願寺法王・大谷
光こう
瑩えい
（一八
五二～一九二 ）ととも 外遊の途につき、同年十月三十一日パリの北駅に到着した。旅宿は「グラントテル」 （カプシーヌ街）であった。大谷一行の外遊目的は、ヨーロッパにおける宗教事情を知るためと、もう一つは 東本願寺に「翻訳局」を設置する計画があり、その用件をおびての渡欧であったようだ（大谷隆一著『柳北談叢』昭和刊行会、昭和
18・
8、一三一頁） 。
当時のパリには、戦勝国ドイツの兵のすがたも見られたことであろう。成島は岩倉使節団がパリ滞在ちゅうに、岩倉としたしく会談し その折朝野（政府と民間）のことについて気づいたことを包まず語るように要
請された。このとき岩倉は、四十 歳。柳北は、三十六歳であった。
岩倉一行がパリの天文台を訪れたのは、一八七三年（明治六年）一月二十二日のことである。が、成島はこの日、法王・大谷と もに一行の旅
宿をおとずれると、岩倉・木戸・大久保らに拝し、のちいっしょに ュクサンブールの天文台におもむき 諸機械を見学した。天文台の屋上は石造りであり、最上層は円形の部屋 る。そこ 天体望遠鏡があるのだが、その 座には銃砲の跡が無数にあり、はちの巣のようになっていた。「
此この
台だい
に、砲丸の
痕あと
殆ほとん
ど
蜂ほう
窠か
の
如ごと
き
有あ
り」 （ 「航西日乗
（
41）
」 ） 。これらの
疵きず
は、いうまでもなく、パリ・コミューンの騒擾事件のときできたものであ
った。
むすびコミューン党（革命党）によるパリの反乱をじっさい目撃したであろう日本人
―
かれらの多くは留学生であるが、西園寺を除くと、この大事
件に関してほとんどが口をつぐん いる。か は滞仏十年のあいだにフランスの自由思想、社会主義、急進主義などにかぶれ 帰国してからは左傾の人とみられた。かれはパリ留学ちゅうに学校での授業のほか、多く 人と交わり か らとの会話や書物を通じて学ぶことが多々あ
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ったと思われる。が、この遊
ゆう
閑かん
公こう
子し
がパリにおいて学んだいちばんの成果は、
遊興であったようだ
渡六之介は読みづらい『法普戦争誌略』 （のち『巴里籠城日誌』と改題）
を著わしたが、同書の内容はパリで毎日発行されていたフランス語新聞の記事を抄訳したものが中心であり、 ・コミューンにつ ては何も言及していない。せっかく「巴
パ
里リ
府ふ
城じょう
北ほく
黌こう
中ちゅう
」 （パリの北にあるサン・シール陸軍士
官学校の意）に身を置き、外出の機会もあっただろうに、パリの市民革命について何も語っていないのは 返すがえす 残念である。他の留学生たちも、コミューンの乱を見ながら、あえてペンを らず、何も書き残さなかったと
したら、怠惰のそしりを受けて当然である。
西園寺は戊辰の役のとき、官軍の鎮撫総督として山陰、北陸、会津へと転進し、朝廷に敵対する諸藩を鎮定した治者のひとりであり、力で押し
つぶされる側に対しては格別の共感もましてや憐憫をももたなかった。かれはしょせん社会秩序を守る側の人間であった。かれは明治維新後、ほどなくパリに来ているが、パリにおける民衆の反乱を洞察する力はまだなく、コミューン党の運動を表面的にしか見ていないむきが感じられる。
西園寺によると、コミューン党は社会秩序を乱す〝賊〟であり、その多くは各国の浮浪者のあつまりだという。さらにかれらが樹立した政府は、
まやかしものなのである。ともあれ、コミューン党の反乱にかれは何のおもいやりも抱いていない。むしろこのプロレタリアート革命は、かれの観るところ普仏戦争 ときのドイツ軍の〝禍
わざわ
〟いよりもひどいものであった。
いずれにせよ、維新期の日本人は、概してパリ・コミューンについて歴史的認識やふかい洞察に欠け、民衆の乱が〝無産者の革命〟であること
がわからなかったようだ。
渡六之介の著書『巴里籠城日誌』
（東亜堂書房,大正３・10）。
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注（
1） 『世界史小辞典』 （山川出版社、昭和四十三年三月） 、一二二頁。
（
2）柴田三千雄著『パリ・コミューン』 （中央公論社、昭和五十年七月） 、四八頁。
（
3） 『世界大百科事典』 （平凡社、昭和六十三年四月） 八八頁。
（
4）注（
1）の四七四頁。
（
5）谷長茂訳『世界の文学
　
25　
ジュール・ヴァレース』 （中央公論社、昭和四十年十月） 、五四六頁。
（
6）右におなじ。
（
7）箕作元八著『西洋史講和』 ［訂正五版］ （開成館、大正二年六月） 、九六三
（
8）坪谷善四郎著『仏蘭西
　
全』 （博文館蔵版、明治二十二年八月） 、四三九頁。
（
9）注（
7）の九六九頁。
（
10）右におなじ。
（
11）西海太郎著『フランス現代史』 （四海書房、昭和十七年八月） 、一八〇～一八一頁。
（
12）同右、二〇四頁。
（
13）注（
7）の九八四頁。
（
14）渡正元著『巴里籠城日誌』 （東亞堂書房、大正三年十月 、七三頁。
（
15）注（
7）の九八七頁。
（
16）注（
7）の九八八頁。
（
17）注（
11）の二一一頁。
（
18）井上幸次著『世界各国史
　
Ⅱ
　
フランス史』 （山川出版社、昭和三十年三月） 、二七二頁。
（
19）注（
5）の「解説」 （五四六頁）を参照。
（
20）注（
3）の八九頁。
（
21）注（
3）の二一二頁。
（
22）注（
11）の二一 頁。
（
23）
ジョルジュ・ブルジャン上村正訳
　　　　　　
『パリ・コミューン』 （白水社、昭和三十六年十月） 、一一七頁。
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（
24）駒留の帰国後の経歴については、田中貞夫著『幕末明治初期
　
フランス学の研究』 （国書刊行会、昭和六十三年十月） 、四五八頁を参照した。
（
25） 「林翁渡仏日記」田中貢太郎著『林有造伝』所収を参照（四五四～四七三頁） 。同書は昭和五十四年二月、土佐史談会から刊行された。
（
26）淡徳三郎著『パリ・コミューン史』 （法政大学出版局、昭和四十三年五月） 、八二頁。
（
27）同右の八七頁。
（
28）桂圭男著『パリ・コミューン』 （岩波書店、昭和四十一年四月） 、八九頁。
（
29）同右、九三頁。
（
30） 『日本大百科全集』 ［改訂新版］ （平凡社、平成七年九月） 、一四〇頁。
（
31）右におなじ。
（
32）木下半治訳『巴里コミューン』 （春陽堂、昭和六年四月） 、五頁。
（
33）注（
28）の一九六頁。
（
34）豊田穣著『最後の元老
　
西園寺公望
 
（上）』 （新潮社、昭和五十七年四月） 、五九頁。
（
35）注（
32）の六頁。
（
36）注（
28）の二〇一
（
37）右におなじ。
（
38）重徳泗水著『現代のフランス』 （大阪屋号書店、大正十年十一月） 、一〇七頁。
（
39）太政官少書記官
　
久米邦武編修『米欧回覧実記
　
三編』 （博聞社、明治十一年十月） 、一四一～一四二頁。
（
40）
久米邦武編田中彰校注
『米欧回覧実記』 （岩波書店、昭和五十八年四月） 、六六頁。
（
41） 『明治文化全集
　
第七巻
　　
外国文化篇』 （日本評論社、昭和三年六月） 、四一九頁。
参考文献（主にパリ・コミューン関連のみを揚げた） 
 
『新聞雑誌
　
第廿七号』 ［明治
壬みずのえさる
申
［五年］正月］ （この中で『上海新聞』に掲載された「仏
フランス
国一揆」の記事に言及している）
久米邦武編修
 
『米欧回覧実記
　
三編』博聞社、明治十一年十月。
普（プロシア）
魯西参謀本部戦史課編纂
日本参謀本部第四部訳
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千八百七十年
　
千八百七十一
　
獨仏戦史
　
第十巻
　　　
明治四十三年九月
　
東京偕行社蔵版
注・同書の第十一章は、 「巴里ノ暴動及ヒ
 F フランクフールト
rankfurt 平和条件」である（九八～一〇三頁まで） 。
渡正元著
 
『巴里籠城日誌』東亞堂書房、大正三年十月。
安藤徳器著
 
『西園寺公と湖南先生』言海 昭和十一年四月。
注・同書に「西園寺公 外遊異聞」 『欧羅巴紀遊抜書』が収められている。
大島隆一著
 
『柳北談叢』昭和刊行会、昭和十八年八月。
木下半治訳
 
『巴里コミューン』春陽堂、昭和六年四月。
国木田独歩編
 
『陶庵隨筆』新潮社、 十八年十二月。
注・同書に西園寺の談話「邦人某
ぼう
巴パリ
黎に胸
きょう
壁へき
を築
きず
く」 「巴里斯」などのほか、パリ時代の日記抄などが収めてある。
ヴィクトル・ユゴー著井上英三訳
　　　　　
 
『隨見録』京都印書館、昭和二十二年十一月。
木村毅著
 
『西園寺公望 沙羅書房、昭和二十三年九月。
木村毅編
 
『明治文化全集
　
第七巻
　
外国文化篇』 ［改版第一刷］日本評論新社、昭和三十年六月。
ジョルジュ・ブルジャン上村正訳
　　　　　　
 
『パリ・コミューン』白水社、昭和三十六年 月。
木村毅編
 
『幕末明治新聞全集
　
第六巻
　
上』世界文庫、昭和三十六年十二月。
注・同書に『新聞雑誌』の記事が収録されており、パリの〝一揆党〟の話が出てくる。
Ｈ・ルフェーヴル河野健二
　　　　
柴田朝子
　
訳
　　
 
『パリ・コミューン
　
下』岩波書店、昭和四十三年四月。
淡徳三郎著
 
『パリ・コミューン史』法政大学出版局、昭和四十三年五月。
桂圭男著
 
『パリ・コミューン』岩波書店、昭和四十六年四月。
柴田三千雄
 
『パリ・コミューン』中央公論社、昭和四十八年四月。
林圭男著
 
『パリ・コミューン
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